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アンケート調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査）からみる 
直方市の現状と課題 
 

 

１．介護予防・日常生活圏域ニーズ調査概要 
  ※この他、在宅介護実態調査を実施しています（調査結果は協議会で報告）。 
 

（１）調査の目的 
直方市に在住する高齢者の日常生活の状況や健康状態等を把握し、今後の高齢者保健福祉施策

に活かすために調査を行いました。 
 

 

（２）回収結果 
６,４００人に発送し、３，９５１人から回答を頂きました。（有効回収率６１.７％） 

 

 

（３）調査の設計 
● 調査地域 直方市 
●調査対象 令和４年１１月１日現在、６５歳以上の方のうち、要介護認定を受けていない方。 
●調査方法 郵送による配付・回収 
●調査期間 令和５年１月１２日～令和５年１月３１日 

 
 

（配布資料No.2-1) 
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２．調査結果概要 
 

（１）回答者の属性 
 

【図表１ 回答者の年齢】          【図表２ 回答者の性別】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図表３ 回答者の要介護の認定】      【図表４ 回答者の地域】 
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（２）回答者の家族構成 
■全体でみると、「１人暮らし」が27.3％と、前回調査と比較し１.５ポイント微増しています。 
■女性や85歳以上、総合事業対象者は、「1人暮らし」の割合が高い傾向にあります 。 
■単身世帯は、健康の維持や社会性の確保において、他の世帯類型と比べてリスクが高まる傾

向にあります 。 
 

【図表５ 全体集計・前回調査との比較／年代別・性別・介護区分別クロス】 
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（３）運動器の機能低下や閉じこもり傾向等について 
 

① 運動器の機能低下 
■運動器の機能低下が全体で18.5％と、前回調査と比較し1.4ポイント微増しています。 
■年代別でみると85歳以上で約45％に運動器の機能低下がみられます。 
■要支援者では60～70％で運動器の機能低下がみられます。 

 
【図表６ 運動器の機能低下がみられる高齢者の割合 

（全体集計・前回調査との比較／年代別・性別・介護区分別クロス）】 
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② 閉じこもり傾向 

■閉じこもり傾向の該当者が全体で23.3％と、前回調査と比較し5.1ポイント微増しています。 
■年代別でみると、85歳以上で約45％、介護区分別でみると要支援者では40％～50％程度で

閉じこもり傾向であることが伺えます。 

 
【図表７ 閉じこもり傾向の高齢者の割合 

（全体集計・前回調査との比較／年代別・性別・介護区分別クロス）】 
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③ 認知機能の低下 

■認知機能低下の該当者が全体で40.7％と、前回調査と比較し1.6ポイント微増しています。 
■年代別でみると、85歳以上で約60％、介護区分別でみると要支援者では55％程度で閉じこ

もり傾向であることが伺えます。 

 
【図表８ 認知機能の低下リスクのある高齢者の割合 

（全体集計・前回調査との比較／年代別・性別・介護区分別クロス）】 
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④ 手段的自立度（IADL） 
■手段的自立度（IADL）低下の該当者が全体で7.1％となっています。 
■年代別でみると、85歳以上で約23％、介護区分別でみると要支援者では約25～30％程度で

手段的自立度（IADL）低下の傾向であることが伺えます。 

 
※ＩＡＤＬ（InstrumentalActivitiesofDailyLiving）とは、「手段的日常生活動作」とも言わ
れ、電話の使い方、買い物、家事、移動、外出、服薬の管理、金銭の管理など、日常生活動作
ではとらえられない高次の生活機能の水準を測定するもの。 

 
【図表９ ＩＡＤＬ低下リスクのある高齢者の割合（年代別・性別・介護区分別クロス）】 
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（４）地域活動の参加について 
 

■各地域活動の参加率については、「収入ある仕事」以外のすべての項目で前回調査を下回って
います。 

※今回調査の「参加している」については、参加頻度（週４回以上・週2～３回・週１回・月1
～3回））の選択者の合計の割合 

 
【図表10 地域活動の参加頻度（全体集計・前回調査との比較）】 
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（５）認知症に関する相談窓口の把握について 
 

① 認知症の症状がある人 
■認知症の症状がある、又は家族に認知症の症状がある人は全体で8.9％と、前回調査と比較し1.2

ポイント微増しています。 

 
【図表11 認知症の症状がある、又は家族に認知症の症状がある人がいる割合 

（全体集計・前回調査との比較）】 

 
 

② 認知症に関する相談窓口の認知度 
■認知症に関する相談窓口の認知度は全体で8.9％と、前回調査と比較し0.9ポイント微減していま

す。 

 
【図表11 認知症の症状がある、又は家族に認知症の症状がある人がいる割合 

（全体集計・前回調査との比較）】 
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